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皆
償
還
せ
ら
る
可
し

1
5
X
へ
b
叉
純
一
克
一
苅

の
時
代
に
於
て
は
七
志
六
片
的
即
ち
九

b
℃
資
行
せ
ら
る
〉
代
百
十
一
れ

b
。

川
抑
制
皮
に
よ
れ
ば
先
づ
総
一
償
基
金
堂
作

b
之
を
以
℃
法
人
『
乙
な
し
一
般
曾
計
よ

b
毎
年
一
一
白

高
ポ
シ
ド
を
之
代
、
総
λ

ツ
入
れ
た
タ
掃
し
℃
基
金
は
之
を
以
℃
一
公
俄
読
者

k
m足
以
入
れ
英
此
の

L

則
く
し
て
賞
以
入
れ
た
る
読
書
は
之
を
破
楽
せ
ず
し
て
之
乞
基
金
の

m
m
布

と

な

し

之

に

鈎

し

わ
ム
リ
I
乙
織
も
之
れ
閥
家
が
俊
桃
者
と
約
せ
る
に
あ
ら
ず
し
℃
只
償
認
を
附
行
せ
ん
が
斜
め
に

自
己
を
来
総
す
る
の
規
定
た
る
に
過
ぎ
ま
る
な
り
。

減

債

返

金

制

度

営

資

行

そ

る

中

に

就

き

℃

最

も

有

名

な

る

も

の

は

英

人

ド

ク

ト

y

ィ

ラ

イ

ス

の
創
意
に
か
‘
〉
る
も
の
に
し
て
一
七
八
六
年
ピ

γ

ト
に
よ

b
て
賀
行
せ
ら
れ
た
る

b
の

な

b

蛍
時
英
悶
は
米
側
制
御
立
戦
守
に
関
係
し
℃
会
伎
の
増
一
加
を
来

W
一
一
せ
じ
が
ば
之
が
償
還
に
勉
め

た
る
に
皆
失
敗
に
蹄
せ
仁
、
が
ド
ク
ト

Y

プ
一
フ
イ

λ

出

で

重

利

法

に

よ

J
℃

数

十

年

間

に

巨

額

の
会
俄
九
三
掻
く
皆
償
還
す
る
の
策
を
提
出
せ
し
か
ば
樹
氏
率
っ
て
之
に
賛
成
し
ピ
ヅ
ト
に
よ

内

fr・-、
M

m
刊誌

mwd似
郎
総
出
郎
総
明
記
ん
が
り
げ
い
H

出
m
p

ね
い
民
自
色
村
V
昨
日
-
ふ
円
以
前
科
仏
話
一
品
川
将
心
m
M
ω
v
d
m
A
h江

叩

41・7
1川
UW
一議

7
1
A州市一

111冷却
市
川

4

5

減
償
一
基
金
の
ソ
↑
邸
償
4

一
t

1

、

ぃ

七

一

間

押

4

、

に
妥
A

リ
℃
は
只
償
還
削
除
の
み
ど
約

ι共
仰

の

委

細

の

鈴

件

特

に

毎

年

償

還

す

可

3
金
網
の

如

5
は
之
々
債
権
者
川
一
一
仁
契
約
せ

wo
る
も
の
み
か
而
し
℃
我
側
々
伎
の
俄
一
泣
傑
件
の
如
設
は
後

者
に
踊
す
る
も
の
に
し
℃
尤
も
減
債
基
金
を
使
用
し
一
℃
毎
年
若
子
の
誕
償
な
な
す
可

3
規

定



、.

'ls 

減
俄
基
金
の
い
お
侠

せ

ら

れ

た

b
又
填
凶
は
一
八
一
一
七
年
に
之
を
設
定
し
十
三
年
の
綾
部
ち
一
八
一
一
一

O
年
比
紛
少

~
し
ニ
十
九
年
の
後
印
ち
一
八
五
九
年
に
之
を
戚
止
せ

b
。

七
ノ、

防

の

如

く

滅

償

基

令

制

度

は

皆

中

訟

に

℃

駿

棄

せ

ら

れ

永

だ

嘗

℃

完

全

に

茶

目

的

を

漣

し

允

る

-b
の
な
じ
(
但
し
小
闘
が
小
一
級
の
益
僚
に
鈎
し
℃
設
・
足
し
た
る
場
合
に
は
完
全
に
常
初
の
日

的
む
弘
治
せ
る
例
少
か
ら
J
9
)
1
乙

蛾

も

是

れ

常

然

の

乙

と

に

し

て

印

む

五

六

十

年

に

沙

b
て
之
b
L

質

行

す

る

が

如

3
は

殆

ピ

不

可

能

の

業

な

b
t三
百

ム

可

し

之

を

英

闘

に

就

℃

見

る

も

岡

闘

に

於

て

は

最

初

之

を

厳

格
h
u
h

励
行
せ
し
か
ば
〕

方
に
於
℃
は
基
金
は
益
、
ふ
培
加
せ
し
が
之
に
反

• 4.‘.・

し
℃
他
方
に
於
℃
は
机
殺
の
負
傷
は
全
く
減
、
ぜ
ず
漸
く
閥
民
の
不
卒

hz
漏

ら

す

も

の

あ

る

に

歪
タ
し
に
・
完
全

y
¥
内
問
の
一
見
法
?
乙
共
に
我
政
府
は
閥
依
の
救
x
り
を
得
る
に
念
に
し
て
或
は

基

金

の

所

有

す

る

会

伎

を

破

棄

し

て

図

俸

の

負

鎗

乞

滅

b
或
は
議
代
金
然
基
金
位
向
似
す
る
に

至
れ

hJ
而
し
℃
似
令
此
の
)

J

如
b
d

内

問

の

更

迭

な

し

と

す

る

も

数

十

年

に

捗

-
9

℃

滞

b
な

く

滞

完
の
滅
僚
を
馳
'
行
す
る
が
日
如
ち
は
殆
ど
不
可
能
に
し
℃
路
間
に
は
或
は
不
作
ゐ
ら
ん
或
は
恐

臨
時
費
に
流
用
す
る
の
要
な
し
と
も
一
五
ふ
可
が
ら
ず
比
の
如

3
は
倫
ば
一
恕
す
可
ー
し
と
す
可
し

と

す

る

も

聞

も

甚

だ

じ

き

に

歪

b
℃
は
悲
金
の
所
有
す
る
及
俊
流
.
設
営
破
楽
し
又
は
基
金
制

出
民
営
全
然
厳
止
す
る
も
の
申
の

b
是
れ
口
ハ
代
前
掲
の
英
闘
の
み
な
ら
、
ず
此
一
制
度
を
採
用
せ
る
誇

闘

の

等

し

く

経

験

せ

る

腕

な

b
。

経
に
於
℃

わ
後
水
ゅ
の
事
者
は
皆
減
償
基
金
を
非
と
す
る
に

一
致
せ

b
隠

し

℃

某

所

論

大

に

常

ど
似
何
た
る
も
の
わ

b
と

繰

る

亦

甚

だ

戚

臨

し

難

3
迂

誌

な

る

説

な

し
I
f
一
せ
ず
即
ち
臼
く
二
〉
プ

ラ

イ

ス

の
所
調
設
利
的
喰
加
は
'
到
底
質
現
し
符
可
言
に
わ
ら
ず
放
に
減
佼
基
金
制
度
は
不
可

能

な

る

乙

と

を

歩

み

つ

〉
め
る
も
の
な

b
と

先

れ

然

b
基
金
は
論
者
の
一
括
ム
が
如
く
常
に
滞

h
J
な

く

重

利

法

に

よ

b
℃
一
一
明
加
し
能
は

wu
る
と
と
敢
℃
疑
を
容
れ
ず
と
蛾
も
一
郎
も
比
重
利
法

比
一
よ
れ
ば
閥
債
利
子
は
お
に
償
還
に
使
用
す
一
円
〈
強
制
せ
ら
る
〉
が
放
に
問
中
利
に
依
る
よ

b
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は
惑
が
に
償
還
宮
港
行
し
得
る
乙
之
は
又
明
か
な
ら
ん
一
一
一
一
)
又
償
還
の
資
金
は
結
局
机
税
文
桃

人

の

負

地

附

す

る

所

な

れ

ば

基

金

制

度

わ

れ

ば

と

℃

特

別

な

る

利

金

わ

る

乙

之

な

し

と

の

非

難

.7，7 

あ

veb
之
雌
も
是
只
此
制
度
が
利
盆
な
し
と
一
五
ム
の
み
に
し
・
℃
放
℃
有
害
な
る

る
も
の
に
あ
ら
ぴ
る
が
故
に
叉
以
℃
此
制
皮
の
億
一
位
な
一
戦
宣
す
る
代
足
、
b
w
d
l
る
な

b
(一
ニ
)
又
減

減
償
基
金
の
制
品
質
寸

と
と
れ
包
説
明
す

.f:j 
，七
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減
償
基
金
の
民
，
償

Q

U

J

ミ

ー

，

一

イ

p

w'‘
-

A

-

府

佼
基
金
は
常
-
初
の
議
定
前
一
1hj

総
綴
じ
た
一
J

例
な
し
Er
一
℃
一
英
の
低
俗
を
疑
ふ
も
の
わ

b
と
餓
も

此
の
如
含
は
り
仇
し
て
一
此
制
皮
の
依
貼
た
わ
ら

f
印
む
般
令
何
年
一
た
ら
:
も
此
制
皮
が
総
総
し

た
ふ
丈
け
殺
舟
し
め
一
β

た
ふ
一
に
お
ら
ず
や
ー
故
に
比
の
如

3
場
合
に
ほ
助
制
度
が
中
途
に
℃
倒
れ

た
る
乙
之
を
非
難
せ
ず
寧
ろ
人
民
中
徐
一
迄
給
総
せ
?U-

乙
ー
し
そ
賞
す
可

3
な
一
五
問
)
又
助
制
皮
を
湖

一
灯
寸
れ
ば
叫
品
川
倒
家
歳
入
の
不
足
な
る
に
除
し
で
は
一
方
に
法
金
に
於
て
は
資
産
を
諮
厳
し
な

が
ら
他
方
比
一
於
て
は
却
℃
一
一
的
金
を
な
す
の
矛
盾
せ
る
結
果
代
陥
る
可
し
と
是
甚
だ
有
力
な
る

非
難
な

h
-と
一
概
も
此
の
如

13
は
此
…
別
手
ど
解
料
品
9

る
乙
!
と
戯
格
に
失
す
る
よ
り
京
市
る
弊
に
過

ぎ
ず
若
し
犬
れ
一
方
に
基
金
を
有
し
な
が
ら
却
℃
高
利
な
る
新
俄
ど
募
集
す
る
が
如
h
t

必
要

注
ぜ
ん
に
は
一
時
基
金
の
一
収
入
れ
を
停
止
し
尖
繰
入
る
可

3
金
額
乞
之
に
流
用
す
れ
ば
可
な

る
に
わ
ら
ず
や
杓
子
定
規
に
基
金
の
繰
入
れ
を
山
一
丁
し

c
i
失
ど
刀
口
〈
f
T
U

B

-

v
・5
去
を
ま
カ
ま
込
・
u

は
・
却
℃
選
手
金

七
八

〈
一
方
に
は
豊
富
な
る
基
金
わ
り
他
方
に
は
税
一
税
の
負
強
に
苛
し
な
同
氏
ゐ
る
が
如

3
奇
税
、

を
墨
せ
ず
叉
基
金
制
皮
は
議
定
の
年
限
式
け
継
続
せ
、
ず
と
の
非
難
を
も
見
れ
ん
叉
仰
は
英
人

ヲ
Y

ポ

l
y
の
後
明
せ
る
制
皮
に
し
て

の
も
の
な
ム
リ
常
時
英
闘
に
て
は
特
別
な
る
組
税
を
以
A

工
会
侠
償
港
利
一
加
の
財
源
と
な
せ
し
が

一
七
一
五
年
の
設
定
に
か

〉
-b
此
秘
の
制
度
中
最
古

一4-4 4
 ♂

 
，
 

九九

、、i• 

ヮ
Y

ポ

l
y
一
川
弘
之
を
以
て
一
ニ
ッ
の
基
金
を
作

b
m
し
f
l

翌
一

る
や
此
感
ー
に
よ
λ

ソ
℃
節
約
し
符
た
る
所
を
以
て
叉
第
四
の
基
金
を
作

b
之
を
∞
山
口
駅
ロ
m
，吋ロロふ
I
C

七
一
六
年
後
侠
俗
称
の

ζ

と

b

都
せ
λ

ソ
此
方
法
が
前
の
プ
ラ
F

イ
ス

ピ

y

ト
の
方
法
之
異
る
腕
は

m
A
以
上
げ
た
る
益
僚
は
之

ートーd…司円一ーも巴._. .~ー……司φ~'，'" . ~…一一一一一一一一ーす士十_.---~三 3下.- ~ -……ー

， : ，:' '，~ ・ 川・吋 1‘.・ ι、、:')i.::_: 日 γ、‘λ、戸手ぺ I ~，;・・ J zlf， 
.，‘ー‘一「、 lρ..も?

i 也、司一
一 ι ・ i

旬、

・

を
破
棄
す
る
に
み

b
耐
じ
て
此
方
桧
は
現
今
欧
測
に
於
て
は
ヲ

a

Y

ア
ン
J

ヘ

Y

ヒ
に
於
て
賢

行
せ
ら
れ
つ
〉
ゅ
の

b
。

之
に
依
て
削
仰
れ
ば
滅
償
基
金
制
度
は
決
し
て
章
一
利
の
計
算
上
の
利
盆
わ
る
も
の
に
わ
ら
ず
然

れ

E
も
之
あ
る
が
潟
め
に

nm一
一
俊
償
還
に
開
削
す
る
事
演
は
之
を
等
閑
に
付
せ
ら
れ
ず
錦
政
家
は

お
に
託
公
債
の
償
還
乞
忠
、
hd
栄
一
る
に
豆
、
b
p
A
比
の
如

3
は
特
比
二
，
大
政
議
わ

b
て
立
に
主
張
営

巣
に
し
内
閣
の
交
法
之
共
に
政
策
を
郎
俊
一
見
す
る
乙
と
み
る
岡
家
又
は
軍
人
等
の
勢
力
強
大
に

し
て
閥
障
に
剰
徐
金
わ
ら
ば
直
に
之
を
自
己
の
舟
訟
に
使
用
せ
ん
2

乙
計
る
が
如
b
d

岡
家
に
於

滅
川
町
制
廿
郡
山
λ

抵
の
民
侭
べ
~

七
九



減

償

基

念

の

挺

箭

p

て

は

特

に

主

要

の

と

と

な

bι
す
而
し
℃
我
開
聞
の
知
く
賂
京
大
代
雄
飛
す
る
が
銭
に
或
は
会

僚
募
集
の
路
念
わ
る
凶
家
に
於
℃
は
一
誕
の
償
還
は
日
一
下
の
急
務
に
し
℃
之
を
遂
行
せ
ん
之
欲

せ

ば

勢

ぴ

之

を

強

制

せ

去

る

を

符

去

る

な

b
然

れ

rも
余
部
品
は
敢
℃
減
債
基
金
制
度
b
L
N
以
℃

凶
債
償
還
の
一
敢
良
方
法
な
ら
と
一
お
ふ
に
わ
、
・
D

ず

然

れ

E
も
此
制
皮
は
所
認
識
者
の
酬
明
笑
す
る

が
如
h
c
m
M
策
に
あ
ら
、
ず
し
℃
却
℃
重
大
な
る
数
回
m
あ
げ
る
を
倍
、
ず
る
な
A
Y
O

入。

80 
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殺
曾
一
挙
上
に
於
り

模
倣
設
と
の
比
較

る
一
同
種
意
識
説
と

一
一
辺
世
の
批
曾
に
闘
す
る
諸
刊
税
率
M
Y
F

漸

〈

心

理

唱

に

接

近

し

来

れ

る

は

何

人

も

否

む

能

は

診

る

間

ヰi

貞
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市
中
買
に
じ
℃
関
山
℃
或
怠
義
代
於
℃
は
枇
命
的
諮
科
撃
の
基
礎

ιも
一
氏

λ
べ
告
批
食
事
其
者
の

如
b
d
l

漸
く
誕
生
物
事
的
由
来
味
を
脱
し
て
業
立
脚
駄
を
心
恕
事
上
に
求
h
u

る
に
霊
れ

b
o
一枇

命
料
一
事
の
鼻
澗
ォ
!
ギ
ユ
ス
ド
、
コ
ム
ト
は
共
有
名
な
る
祐
新
叫
州
民
肱
ソ
比
一
於
℃
敏
感
泣
以
℃
最

b

根
本
的
な
る
科
事
と
な
し
均
一
は
天
文
卒
業
次
は
物
理
的
中
化
事
生
物
山
中
枇
命
感
e
I
C一
お
ふ
順
序
に

な
し
、
…
肱
曾
随
宇
佐
以
℃
最
後
の
科
患
に
し
℃
且
最
も
佼
銭
に
生
物
墜
を
恭
礁
と
す
る
も
の
な
る
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